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訂正のお知らせ

　本誌27巻2号　学術集会シンポジウム5－1　奥脇　透，中1鳴耕平，半谷美夏，福田直子，高橋佐江子，

水谷有里著「トップアスリートの肉ばなれ一競技と受傷部位およびMRI分類について」P．192－194におき

まして，表3に誤りがございましたので下記の通り訂正いたします．

　表3の下から2列H，筋腱付着部2度の競技復帰が25．5週となっておりますが，1L3週が止しいです．

表3MRIによる肉離れの分類と競技復帰時期

損傷部位 症例数 経過例
競技復帰
　　（週）

SD
（週）

最短一最長
　　（週）

筋線維部 232 151 L7 1．2 1～8

腱膜部 626 396 4．3 3．3 1～17

筋腱付着部 220 89 9．2 10．2 1～52

合計 1，078 636

　
＊司

損傷部位 損傷度 症例数 経過例
競技復帰
　　（週）

SD
（週）

最短一最長
　　（週）

筋線維部 1 134 93 L2 0．5 1～3
2 97 58 2．4 0．8 1～8
3 0 0

一 一 一

腱膜部 1 279 203 1．9 1．0 1～6
2 271 140 5．8 2．2 2～13
3 77 53 97 3．2 4～17

筋腱付着部 1 71 41 2．4 1．7 ユ～9

2 83 27 ∈亘 10．2 2～52

3 66 21 19．7 10．0 2～52

（ノンパラメトリ ック検定；＊p＜0．001）
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